＜傍聴者の声　６月２４日　東京「君が代」裁判三次訴訟第５回口頭弁論＞

現役教員として益々余裕のない教員生活を送っていますが、原告として休暇を何とか取得して傍聴しました。人権意識の全く足りない権力者寄りの判決を乱発する日本の司法界の中でも、少数意見や補充意見の中に、我々の主張に近いものを見ることが出来、判断は様々である…つまり全く負けているのではない！！ということは、１００％都側の言い分が正しい訳ではないことが明らかだということ。更に本日、国際的視野で見れば都が人権法違反であることが主張出来、有意義だった。次回も大法廷ではないことが不満だが…

（Y．I　原告　都立高校教員）
最高裁不当判決がつづくなか、むしろそれ故にこそ斗いのうねりを東京で感じています。

６．１６私の人事委員会審理のじん問がありました。その場で最高裁が日の丸・君が代の歴史的経過を「儀礼の所作」ということばで封じこめようとしていると批判をしました。

地方にいると「必要性・合理性」の枠に１０．２３通達の内容があてはまるとするととても許せないと考えています。共にがんばりましょう！！
（H．T　新潟被処分者の会　人事委員会提訴中）
＊　今回の法廷では、２名の弁護士の弁論がありました。

　①山田由紀子弁護士は、本件処分が「国際人権法違反」に当たり、国際的基準に照らして違法であることを鋭く告発しました。国連自由権規約１８条、ILO・ユネスコの「教員の地位に関する勧告」、子どもの権利条約などを子細に検討して、国際人権法を踏まえた憲法解釈を求めました。

　②富吉久弁護士は、都側の「学校教育法４２条」「地方公務員法３２条、３３条」などの主張に対する反論を行い、本件処分の都・都教委の「裁量権の逸脱・濫用」について都側の主張への反論と原告らの追加主張を行いました。「裁量権の逸脱・濫用」を認定して１６７名全員の処分取消を命じた３・１０東京高裁・大橋判決にも通じるものです。
　　三次訴訟は定員４２名の小法廷で傍聴抽選当選人数は２２名ですが、６６名が抽選に並び、抽選倍率３倍で抽選に外れた人が多くでました。お詫び申し上げます。これに懲りず次回の法廷にも来て下さい。今後、大法廷（定員１００名）の復活を要求し続けます。今回の法廷には初めての人も多く、また、新潟から来てくれた人もいました。ありがとうございました。
次回弁論は、１０月１４日（金）、１５時（傍聴抽選１４時４０分予定）、５２７号法廷、です。最高裁判決に関しての準備書面を提出して弁論をします。（第５回弁論参加者計９８名でした。）＜事務局　近藤＞
